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機能に基づいたアプリ検索システム



• スマートフォンなどのアプリケーション（アプリ）は大量に出回っており、新
しいアプリも日々開発、リリースされている 

• ユーザは自由にアプリを選んで端末にインストールするが、すでに人気
のアプリを選択するか、自らアプリを探して選択するかは、ユーザによって
異なる 

• 新規のアプリを普及させたいときは、自らアプリを探すユーザにアプリを
見つけてもらう必要がある（イノベーター理論より）

新規アプリ開発の現状
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エヴェリット・ロジャースが提唱したイノベーションの普及に関する理論で、
新しいアイデアや技術の採用が早い順にユーザを5つに分類した 

1. イノベーター : 冒険心にあふれ、新しいものを進んで採用する（2.5％） 

2. アーリーアダプター : 流行に敏感で、自ら情報収集する（13.5％） 

3. アーリーマジョリティ : 新しいものを取り入れるが比較的慎重（34.0％） 

4. レイトマジョリティ : 周囲の大多数を見てから同じ選択をする（34.0％） 

5. ラガード : 流行や世の中の動きに関心が薄く、最も保守的（16.0％）

イノベーター理論
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• イノベーターとアーリーアダプター（全体の16%）は他の層に対する影響
力が大きく、これらのユーザに普及することがさらなる普及の分岐点にな
るとされている（普及率16％の論理） 

• 特にアーリーアダプターは自らの利益を考慮しながらアプリを選択すると
されており、アプリ購入前にその機能を把握し、求めている機能を持った
アプリを選びたい欲求があると考えられる

普及のカギはアーリーアダプター
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• すでに人気のあるアプリを上位に表示する傾向がある 

• 新規のアプリなどはたとえ優れていてもアーリーアダプターの目に触れ
にくい

現在のアプリ検索システムの問題点
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• アーリーアダプターは人気よりも求めている機能があるか（利益がある
か）に着目する 

• 純粋に機能に基づいたアプリ検索システムがあれば、アーリーアダプ
ターが求めている機能を持ったアプリを見つけやすくなる 

• 新規でもよりよいアプリが普及し、ソフトウェア業界の活性化に繋がる

アプリの機能に基づく検索の必要性
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既知のアプリと似た機能を持つアプリを検索する場合 

• 欲しい機能があるもの 

• いらない機能がないもの

ターゲットとするユースケース
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1. 機能の特定 

• 既存手法を流用する？ 

2. 機能へのラベル付け 

• …？ 

3. ラベルで検索 

• …？

研究ステップ
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